
＜８＞広　報　い　な　が　わ 平成２０年( 2 0 0 8年)１０月１日

６
月
に
銀
山
周
辺
、
９
月
に

道
の
駅
い
な
が
わ
か
ら
ふ
る
さ

と
館
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
時

間
ほ
ど
か
け
て
歩
い
て
み
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
く
わ
し
い

説
明
を
聞
い
て
遠
い
昔
に
思
い

を
は
せ
、
山
の
緑
や
心
地
よ
い

風
に
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
整

備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩
い
て
い

る
と
、
日
常
を
離
れ
て
心
が
穏

や
か
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
歩
い

て
み
て
、
歴
史
と
自
然
に
恵
ま

れ
た
私
達
の
町
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

歴
史
街
道
と
は
、
悠
久
の
歴

史
の
舞
台
を
訪
ね
な
が
ら
、
日

本
文
化
の
魅
力
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
関
西
の
８
府
県
に
ま

た
が
る
街
道
の
こ
と
で
す
。

猪
名
川
町
歴
史
街
道
は
、
日

生
中
央
駅
か
ら
銀
山
地
域
を
通

り
、
道
の
駅
い
な
が
わ
、
ふ
る

さ
と
館
へ
と
続
く
全
長
15
・
５

㎞
の
街
道
で
す
。
こ
の
街
道
沿

い
に
は
、
国
の
文
化
財
で
あ
る

静
思
館
、
銀
山
地
区
に
あ
る
代

官
所
跡
遺
跡
や
青
木
間
歩
、
木

喰
明
満
上
人
が
造
っ
た
木
喰
仏

を
多
数
保
有
す
る
東
光
寺
な
ど

が
あ
り
、
猪
名
川
町
の
歴
史
や

文
化
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

は
、
猪
名
川
町
を
訪
れ
る
観
光

客
な
ど
に
史
跡
や
文
化
財
を
案

内
し
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
19
年
４

月
か
ら
本
格
的
に
活
動
し
、
現

在
、
32
人
の
ガ
イ
ド
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
42
団
体
、
約
１

６
０
０
人
が
利
用
し
、
遠
く
は

三
重
県
や
奈
良
県
か
ら
来
ら
れ

た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

秋
で
す
。
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
自
然
の
中
を
歩
く

の
が
心
地
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
は
、
猪
名
川
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案

内
で
、
歴
史
街
道
を
散
策
す
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
「
猪
名
川
町
歴
史
街
道
」
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
皆
さ
ん
に
猪
名
川
町
歴
史
街
道
の
見
ど
こ
ろ

を
紹
介
し
ま
す
。

自
然
と
歴
史
文
化
が

溢
れ
る
歴
史
街
道

中橋 弥里

木下 美由紀

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

ふるさと館

日生中央駅

木喰仏
（東光寺）

屏風岩
道の駅いながわ

木喰仏
（天乳寺）

瓢箪間歩
台所間歩

多田銀銅山
悠久の館

青木間歩
金山彦神社

川辺酒造

天澤寺石灯籠

戸隠神社

静思館

猪名川町役場

文化体育館

猪名川町Ｂ＆Ｇ
海洋センター

スポーツセンター

観光ボランティアガイ

ドに、町内にある素晴ら

しい自然・文化・史跡・

景勝地、また、ガイドブ

ックだけでは得ることの

できない情報や見どころ

を案内してもらうことができます。

【利用方法】�対象３人以上のグループ　�利用
料無料　�予約希望日の１カ月前　�見学コー
ス多田銀銅山コース、木喰仏コース、猪名川渓

谷ラインを歩く散策コース、その他（静思館・

戸隠神社・屏風岩など）

申し込みは、農林商工課に備え付けのガイド

申込書に必要事項を記入し、同課へ提出してく

ださい。※ＦＡＸ（7 6 6－7 7 2 5）またはＥメール
（n o r i n s h o k o @ t o w n . i n a g a w a . l g . j p）も可
問い合わせは、同課（�7 6 6－8 7 0 9）へ。

観光ボランティアガイドを利用するには

▲観光ボランティアガ

イドに銀山の説明を受

ける皆さん

大同２（ 8 0 7）年頃に建立さ
れたと伝えられています。境内

にある薬師堂は、暗闇や粉じん

の多い場所で働いていた鉱夫達

から「目の神様」として信仰を

集めたと言われています。

町道

金山彦神社

代官所の門を移設したといわれている

堂々としたたたず

まいの門です。昔

は馬に乗ったまま

通れるほど高いも

のでしたが、移築

の際、低くしたと

言われています。

代官所の門（伝承）

間歩（まぶ）とは鉱山の坑道のことです。

青木間歩の他に、台所間歩、瓢箪間歩なども

あります。青木間歩は唯一内部を一般公開し

ており、坑道内は夏でもひんやりと涼しく、

青白い鉱脈が走って

いる様子を見ること

ができます。薬用と

して利用されるアオ

キが繁っていたこと

からこの名前がつき

ました。

青木間歩

姫ケ淵

町に伝わる｢佐保姫伝説｣の

中で、戦国時代、明智光秀の

娘と言われる佐保姫が悲恋の

末に身を投げたと言い伝えら

れている場所です。日照りが

続いて水が少なくなっても、

佐保姫が自分の姿をさらすこ

とを嫌がり雨を降らすので、猪名川の水は枯

れることがないと言われています。

姫ケ淵（ヤカタ淵）

地元産の

新鮮な農作

物 の 販 売

や、特産品

のそば粉を

使った十割

そばが人気

です。また、

町の観光情報や歴史街道に関する資

料が閲覧できる情報発信基地でもあ

ります。猪名川沿いの親水公園は佐

保姫公園と名付けられています。

道の駅いながわ

歴史街道

多田銀銅山 悠久の館
平成 1 9年４月にオープンした

多田銀銅山の歴史資料を展示し

ている施設です。猪名川中学校

の生徒達が作った、当時の代官

所の様子を想像して復元した

1 0 0分の１の模型は、見ごたえ
があります。

▲多田銀銅山代官所想像模型

代官所の門

県道


